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335.高輪者の魅力および動作兄ピードに関する横断的

説究
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議齢者において，議分で歩行ができることは充実した笥常
生活を設を2上で麓饗な点であると襲われる.歩行ができる条
件のーっとして，自らの体麓を下践で支えられる筋力老持つ
ことが挙げられる.したがって，議齢者にとって下設の銘力
は非常に盤饗な窓織を持っと患われる，そこで本研究では務
鍛者の体力的側逝，下肢の筋の機態密から検討することを密
約とした.

{方法}
敏検者は茨城銭鹿鶴著書大洋村設住の 164名であった(男性

85名，女性 79名).なお，被検者は舎でボランティアの形
で議議に移鍛した‘これらの線検者を男女それぞれ20議代g

組織代，知識伐， 60織代，フ0畿代， 80裁代のグループに分
類した.}，鴻2をは等遠性藤伸巌・態飽カ(角速度。， ω，180， 
300./scc) .コンピ社製パりスティックマスターによる大艇の
撮りょげ・鱗り下ろしスピード， MRIによるお大艇中央部の
大腿盟議鑓の筋断宿穣 (CSめであった.

{結果と考察}
鍔性群および女性群ともに鵠齢とともに鱗体議・活路均は

抵下した.しかしながら，その鉱下の鱗i毎は男女で異なった.
男性の藤伸援カはいずれの角速度においても低下事はほぼ鍔
ーで，総裁代では 20織代と比較しておよそ 60<>もの抵下がyl.
られた.一方，女牲においては40議代以降に様伸産主力の低下
が見られ， 80識代では 20識代と銘較しておよそ 30"'459もの
低下がみられた.また，等尺姓滋{申麗カ (MVC)をCSAで除
した鑑 (MVC/CSA)においても男性と女伎で異なる傾向が箆
られた.男性は加齢ととともに MVC/CSAが有窓iこ低下し，
70・80畿代では 20藤代と比較して帯窓iこ畿畿を示した.…
方，女性では鵠齢にともなう MVC/CSAの帯窓な変格は観察
されなかった.MVCJCSAの性議に憐する関織な結果はYoung

ら(1983，1984)においても報告されている.MVCJCSAが絡の
動員総などの神経性の鶴子を反映していることを考えると，
鍔殺と女性では鎚齢iことも怠う神経性怒予の変{むが巽なるの
かもしれないが，本研究会、ら明らかにすることはできない.
これに踏しては今後さらに綾討しなければならない課題のー
っと思われる.
大腿の繰り上げ・緩り下ろしスピードにおいても加齢にと

もない帯獲に低下したe これらに関しては男女ともに 60歳代
以降の年齢群で帯窓な低下が鶴察された.60議代以降では男
性においては loj手当り約 10%の低下で，女性では約 7%であ
った.このパラメーターは設関錯の{申援・鑓践に瀦与する筋
襲撃の最大紋織スピードを尿検していることから，遠路緯維の
数や大きさと饗綾な関様があると思われる.これは男性が女
性と比較して，加齢iこともなって逮鑓総維の襲まや機能に対す
る影響が大きいことを部接的に恭しているのかもしれない.
以上の結巣から，筋の機能蕗から加齢の影響について検齢

した結果， ;2幹線究で摺いた被検者iこ騰しては~性と女性では
その第饗が異なっていた.これには錨の形態滋，縛綾殺の臨
子，自常の滋勤レベルなどの犠数の鶴子が影響しているもの
と態われる.
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3:~6. 歩行の1m齢による変化と男女護
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{続的11m齢による歩行議動の変化の実態を明らかにす

るための第一段階として、歩行持の殿様館、接話題箆1.足

関節の角度変化を瀦定し、これちから求めた各関節角の

運動範勝を各年齢溺!鉱労女問、そしてき主行速度iJtlに比

較したe

{方法}対象は、茨城集大洋特に在住の男性80名 (20
""'84議〉と女役77名 (23--82議〉である。対象は在鱒

の耳縁、大転子、議鴻館、外来事第5中延脅遼役鶏にマ

ーカ…をとりつけた状態で、実験議内の歩行路上を歩行

した。歩行速度}立、対象の主観的判断によって f勢遜j

f速いJ f遜いj の3滋りとし、各3試行ずつ記録した。

各マーカーの動きは、対象の左綴額獲免方向から電気辞

意尊厳先裂のクイックマグを使熊して灘j定、記録し，名マ

ーカ…の佼綾}義務から、設機能角度、勝鱒箆角度そして

よさ関節免疫を 1歩行潟鶏において算出し、それぞれにお

いて、その鍛大儀から滋小緩を減算した緩を各関節の f

関節運動域j として検討を行なった。

{結束~l 対象を 40議米議、 40議代、 50議代、 60
議代、 70緩以上の5集留に分け、男女別に各集綴にお

いて3つの歩行速度における各事選簸遼動域の平均鑑と議

準緩援を求めた。その結集、 5毒性の場合、 70議以上の

集協を除いては、 3つのどの関節においても数代間の援

はほとんどみられず‘また標準緩支をも小さかった。しか

し、 70銭以上の集践では各襖節における運動域の諜準

縫獲が鍾鑓に大きくなり、平均犠も般機態においてはあ

まり変わらなかったものの、接関務ではいずれの歩行速

度でも小さくなり、定機筋においては、いずれの歩行速

度においても大きくなった。…方、友牲の場合、関節遜

動域は綾関節と鱗関節では集際関に幾があまりみられず、

また各年齢嬢集磁における議尊重鶴還は小さかった6 擬態

迷動域の9J女援を問~F議会世代で比較したところ、 70議
以上の集践を徐いては男女踏に大きな笈はみられなかっ

た。とれはもともと努牲において70議以上の薬務が男

役の銭の年議事綴の築協からかけ離れた鎮を示しているた

めであるe

{考紫}女性では、 70歳を議ぎても関節遂動域に大き

な変化がみられなかったことから、男役よりも歩行運動

における老化がゆっくりしていると考えられる。 70議
以上の男性が、{患の稔代の労伎と幾なる鰯節迷動域を訴

したことに関して、たしかに老化によるものとも考えら

れるが、戦時中における務少年絡の歩行教織の選手饗があ

るかもしれない.老化による歩行パターンの変化の主た

る療協が筋力の低下なのか、神緩コントロールの低下に

よるものなのかという点を灘べるために、次に各縄簸角

度の議大鍍の歩行路織におけるタイミングにg毒して繍ぺ

る必婆がある。
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